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           高知大学教育学部３回生との座談会についてTopics１

 

           学校の働き方改革のための取組状況調査結果についてTopics２

 文部科学省が実施した「教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査」の結果が
公表されました。 【文部科学省HP https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/uneishien/detail/1407520_00015.htm】

 高知県においては、「学校・教師が担う３分類14項目」の取組状況のうち、ほとんどの項目で、
R５年度と比較してR6年度の実施率が上昇しています。

 教育実習を終えた教育学部の３回生に対し、教職は子どもたちの成長を支える魅力的な仕事である
ことを実感してもらい、高知県の学校で働くことの安心感と、教師として子どもたちと向き合うやり
がいを感じられるよう、座談会を実施しました。

＜学生の感想より＞ 

 12月４日、18日の２日日程で、県教育委員会事務局の指導主事・社会教育主事を派遣し、教育実
習を終えた高知大学教育学部の３回生のみなさんと座談会を実施しました。
 「授業準備をする時間があるのですか？」など授業についての質問や、「睡眠時間が確保できま
すか？」などワークライフバランスに関する質問まで、「座談会」という名前のとおり、和やかな
雰囲気のなかで話す素敵な時間となりました。
 派遣された指導主事等にとっても、今後、教職を目指す学生のみなさんの話を聞くことで、採用
になったばかりの若年の先生方が抱えている不安について
考える良い機会となりました。
 今後も取組を続けていきたいと思います。 

R5 R6 R5 R6

①
登下校時の対応は学校以外の主体が中心に対応してい

る
63.9% 76.5% ⑧

部活動について、部活動指導員をはじめとした外部の

人材の参画を図っている
66.7% 57.1%

②-１
放課後から夜間等における見回りは学校以外の主体が

中心に対応している
66.7% ⑨

給食時は栄養教諭と連携するほか地域人材の協力を得

ている
22.2% 22.2%

②-２
児童生徒が補導されたときの対応は学校以外の主体が

中心に対応している
41.7% ⑩

授業準備について、教師をサポートする支援スタッフ

の参画を図っている
86.1% 91.7%

③
学校徴収金の徴収・管理は公会計化または教師が関与

しない方法で徴収・管理等を行っている
63.9% 66.7%⑪-１

学習評価や成績処理の補助的業務について、教師をサ

ポートする支援スタッフの参画を図っている
36.1% 63.9%

④

地域人材との連絡調整は窓口となる学校職員が直接行

うのではなく、地域学校協働活動推進員等の学校以外

の主体が中心的に行うよう、地方公共団体や教育委員

会等において必要な取組を実施している

72.2% 83.3%⑪-２
学習評価や成績処理の補助的業務について、採点ソフ

トを導入するなどICTの活用を図っている
50.0%

⑤

学校における調査・統計への回答等は、教育課程の編

成・実施や生徒指導など教師の専門性に関わるもの以

外の調査については、事務職員等が中心となって回答

するよう学校に促している

77.8% 77.8% ⑫

学校行事等の準備・運営について地域人材の協力を得

たり、外部委託を図ったりするなど、負担軽減を図る

よう学校に促している

63.9% 58.3%

⑥
児童生徒の休み時間における対応は、地域人材等の協

力を得ている
2.8% 5.6% ⑬

進路指導のうち、就職先の情報収集等について、事務

職員や支援スタッフ等の参画・協力を進めている
5.6% 13.9%

⑦
校内清掃は、地域人材の協力を得ることや民間委託等

をしている
25.0% 44.4% ⑭

支援が必要な児童生徒等・家庭への対応についてス

クールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、

特別支援教育支援員等の専門人材、日本語指導ができ

る支援員等の専門的な人材等の参画を図っている

100.0% 100.0%

高知県 高知県
取組内容 取組内容
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＜学生の感想より＞ 
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